
２０２５年８月７日 

スマートフォン表示のＱＲコードによる乗車を可能にしたデジタルチケットサービス「Ｑ ＳＫＩＰ」が 

「テクニカルディレクションアワード」において鉄道サービスで初めて金賞を受賞しました！ 

東急株式会社 

東急電鉄株式会社 
 

 東急株式会社（以下、東急）と東急電鉄株式会社（以下、東急電鉄）が共同で開発・運営しているデジタルチケ

ットサービス「Ｑ ＳＫＩＰ（キュースキップ）」（以下、「Ｑ ＳＫＩＰ」）が、２０２５年８月６日に開催された「第２回テクニ

カルディレクションアワード」（以下、本アワード）において、デジタルサービス／プロダクト部門で唯一の金賞 

（Ｇｏｌｄ）を受賞しました。鉄道サービスが本アワードの金賞を受賞するのは初めてとなります。 
 

本アワードは、一般社団法人テクニカルディレクターズアソシエーションが主催するもので、全５部門で構成さ

れています。応募されたプロジェクト作品の中から、「アイデアをどのような体制・仕様で具体化するかを考える」

テクニカルディレクションが優れている作品を選出・表彰することで、テクニカルディレクションの重要性を伝える

ことを目的とし、第２回となる今回は全部門合計で１５２作品の応募がありました。 
 

「Ｑ ＳＫＩＰ」は、東急のＤＸ特別組織「ＵＲＢＡＮ ＨＡＣＫＳ（アーバンハックス）」がリリースしたＷｅｂプロダクト

で、販売サイト上で事前に乗車券をクレジットカードで購入し、スマートフォンなどに表示されるＱＲコード※で改札

機を通過する乗車サービスで、券売機や窓口を介さずスムーズに鉄道をご利用いただけます。開発途中での要

件変更や仕様修正などが可能なアジャイル開発の要素と内製開発を導入し、開発スピードと柔軟性の向上やノ

ウハウと知見の蓄積、ユーザー志向の徹底などを目指しました。開発においては対象エリアや機能のスモール

スタートを意識し、仮説検証とフィードバックのループを重視した開発サイクルによってサービスの価値検証とＵＸ

改善を現場レベルでスピーディに回す仕組みを構築しました。 
 

受賞の主な評価ポイントは、以下の通りです。 

・改札機との連携を含むハードとソフトの高度な設計、多様な交通手段への対応、安定したセキュリティなど 

技術的完成度が高い点。 

・鉄道業界にアジャイル開発を導入し、サービス価値の検証と改善をスピーディーかつ着実に行っている点。 

・社会実装を見据えた先進的で実践的なテクニカルディレクションが今後の社会インフラの指標となる点。 
  

東急㈱グループは２０２５年５月に発行した「ＤＸレポート」に基づき、リアルとデジタルの融合によるライフスタ

イルの変化・多様性を見据えたまちづくりに取り組んでいます。 

「Ｑ ＳＫＩＰ」は、モビリティ×デジタル×日常の楽しみが交差する中で、今後も「移動・購買・体験」が一体化し

た新しい都市生活のインフラとして社会実装を目指します。 

          

                

 

 

 

 

 

 

※  ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

以  上 

▲ＱＲコード画面 ▲本アワード授賞式の様子 



【別紙】 

■「テクニカルディレクションアワード」について 

 

 

テクニカルディレクションアワードは、一般社団法人テクニカルディレクターズアソシエーションが主催し、公募

プロジェクト作品の中からテクニカルディレクションが優れている作品を選出・表彰することで、アイデアや表現だ

けでなく、それらを実現するためのテクニカルディレクションが優れているプロジェクトを表彰し、普段スポットライ

トの当たりづらい"テクニカルディレクションの重要性"を伝えることを目的として２０２３年に発足しました。テクニ

カルディレクションアワードは、部門ごとに金賞（Ｇｏｌｄ）、銀賞（Ｓｉｌｖｅｒ）、銅賞（Ｂｒｏｎｚｅ）などの賞が設定されてお

り、全５部門で構成されています。 

 ２０２５年度の第２回テクニカルディレクションアワード受賞作品の発表は、２０２５年８月６日に渋谷ＱＷＳ内ス

クランブルホールにて行われました。全部門合計で１５２作品の応募があり、その中から「Ｑ ＳＫＩＰ」はデジタル

サービス／プロダクト部門で唯一の金賞（Ｇｏｌｄ）を受賞しました。 

 

テクニカルディレクションアワード Ｗｅｂサイト：https://award.tech-director.org/ 

 

■デジタルチケットサービス「Ｑ ＳＫＩＰ」 概要 

  

「Ｑ ＳＫＩＰ」は、販売サイト上で事前に乗車券をクレジットカードで購入し、スマートフォンなどに表示される 

「ＱＲコード」で改札機を通過する乗車サービスで、券売機や窓口を介さずスムーズに鉄道をご利用いただけま

す。東急線全線が１日乗り降り自由なデジタルチケットや、沿線のお出かけ施設・地元の店舗利用チケットと乗

車券がセットになったデジタルチケットなどの多様な商品サービスを取り扱っています。 

 ２０２５年４月からは、東急線アプリ上で貯まる「ＴＯＱ ＣＯＩＮ」と「Ｑ ＳＫＩＰ」の一部商品が交換可能に、２０２５

年５月からは東急線アプリ内で「Ｑ ＳＫＩＰ」をご利用・ご購入いただけるようになり、ますます便利になりました。 

 

「Ｑ ＳＫＩＰ」Ｗｅｂサイト：https://www.q-skip.tokyu.co.jp/ 



 ■「ＵＲＢＡＮ ＨＡＣＫＳ」について 

 

東急は、テクノロジーで街を豊かにするＤＸ特別組織「ＵＲＢＡＮ ＨＡＣＫＳ」を２０２１年７月に設立し、現在、 

１００名を超えるエンジニア・デザイナーなどの専門人材を擁しています。約４年で、交通、生活・リテール、ホテ

ル、不動産などの各領域でのスマートフォンアプリ・Ｗｅｂサイトを開発し、お客さまのニーズや世の中の変容を

踏まえて、それらを進化させ続けています。 

 

「ＵＲＢＡＮ ＨＡＣＫＳ」 Ｗｅｂサイト：https://10q89s.jp/ 

 

■ＴＯＱ ＣＯＩＮ 

ＰＡＳＭＯやＳｕｉｃａ（モバイルＰＡＳＭＯ、モバイルＳｕｉｃａを含む）での東急線の乗車（定期券利用を除く）や、タ

ッチ決済対応のクレジットカードであるＴＯＫＹＵ ＣＡＲＤでの東急線の後払い乗車、東急線ＰＡＳＭＯ定期券の購

入、ＴＯＫＹＵ ＣＡＲＤでの「Ｑ ＳＫＩＰ」商品や「Ｑ ＳＥＡＴ」の座席指定券の購入で、利用金額に対し最大３％のコ

インが東急線アプリ内に貯まり、東急線に関する商品に交換できるサービスです。 

本サービスは、「電車とバスで貯まるＴＯＫＹＵ ＰＯＩＮＴ」サービスに加え、さらに東急線をおトクに楽しくご利用い

ただくことを目指して２０２４年１１月に開始しました。 

 

※「電車とバスで貯まるＴＯＫＹＵ ＰＯＩＮＴ」サービスは、東急線の乗車（定期券利用を除く）や東急線ＰＡＳＭＯ定期券の購入、電

車とバスのご利用の際のＰＡＳＭＯへのオートチャージでＴＯＫＹＵ ＰＯＩＮＴが貯まるサービスです。 

「電車とバスで貯まるＴＯＫＹＵ ＰＯＩＮＴ」のご登録：https://www.topcard.co.jp/point/save/railway/index.html?wWeb04 

※ＰＡＳＭＯオートチャージサービスは(株)パスモが提供するサービスです。 

 

■東急㈱グループにおける顧客起点の取り組み（CX）について 

 

 

 



東急㈱グループでは、将来の地域価値・事業価値を高め続けるため、「リアルとデジタルの融合による次世代

の自律分散型のまちづくり」を志向しています。その将来像に着実に１歩ずつ近づくため、移動する・働く・遊ぶと

いった日常生活における体験からはじめ、教育・居住・資産形成・介護などのロングスパンの人生を通じたサー

ビスに繋げていきます。それによりお客さま一人ひとりのＬＴＶ（Ｌｉｆｅ Ｔｉｍｅ Ｖａｌｕｅ：顧客生涯価値）を向上し、お

客さまに寄りそう独自のローカルプラットフォーマーになることを目指します。 

 

■東急電鉄における顧客起点の取り組み（ＣＸ）について 

 

２０２４年３月に東急が公表した中期３か年経営計画に合わせ、東急電鉄は、２０２４年度を始期とする中期事

業戦略を策定しました。 

戦略の３つ目「マーケティングによる沿線活力の創出」を推進すべく、「Ｑ ＳＫＩＰ」を開発・運営しており、顧客

体験（ＣＸ）の向上と人と情報が行き交う豊かで活気ある地域社会の実現を目指し、デジタルを活用し、お客さま

と地域の魅力を繋ぎ、移動を創出する新たな取り組みを推進します。 

いかなる時代においても普遍的価値であり社会的使命である鉄道事業の持続的成長を果たし、多様な「移

動」を通じたリアルな体験がもたらす価値を通じて社会に貢献しています。 

 

■「ＤＸレポート」（２０２５年５月発行） 

東急は、リアルとデジタルの融合による新たな価値提供を目指し、デジタル活用のビジョン・戦略や東急㈱グ

ループの取り組み事例を示した「ＤＸレポート」を、２０２５年５月１４日に発行しました。 

東急㈱グループではこれまでにも、ＤＸ推進組織の組成やお客さまとのデジタル接点の改善・拡充などを進め

てきましたが、あらためて、デジタル活用による価値創造に向けたビジョン・戦略や具体事例を社内外のみなさ

まに もわかりやすくお伝えし、さまざまなステークホルダーの方と共創して、「リアルとデジタルの融合による次

世代のまちづくり」をより強く推進していきたいとの考えから、本レポートを発行しています。 

ＵＲＬ：https://www.tokyu.co.jp/company/news/pdf/20250514_dxreport_t_0.pdf 
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